
 

  

  

  

公表：  2023 年  2 月 15 日                               事業所名 こどもサポート教室「きらり」大阪狭山金剛校  

  

チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を

踏まえた改善内容又は

改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
○  

支援が４コマの時、走り

回ったりした際に他の児

童と接触しケガになりか

ねない。 

４コマご利用いただいて

いる時、真ん中の支援場

所は体を動かせるスペー

スがあまりない。 

パーテーション等で支援

スペースを確保するなど

工夫している。 

支援スペース等に

ついては、法令順

守しているが、今

後も指導員間の情

報共有を密にし、

より充実した支援

を提供できるよう

に活用スペース等

の工夫に努める。 

②  職員の配置数は適切である  ○  

管理者が不在の時で支援

が４コマ入っている時、

事務室に誰もいないので

保護者や来客、電話に対

応できないことがある。 

４コマご利用いただいて

いる時の時間の入れ替わ

りの際、雑然としている

ときがある。 

支援開始と終了時

間のズレを可能な

限り少なくなるよ

う、ズレの解消と

スムーズな誘導に

努める。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

○  
トイレやミーティングル

ーム付近に段差がある。 

段差があることを

分かりやすくする

ため、段差部分に

カラーテープを貼

るなど工夫する。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

○  

毎日の清掃にあわせ、感

染予防のため常に換気や

除菌をし、空気清浄機(4

台)もフルに使用してい

る。 

 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
○  

日常的に情報共有し、多

様な視点からプログラム

を構成している。 

 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

○  

振り返り以外でも保護者

様の思いの聞き取りやコ

ミュニケーションをとる

ようにしている。 

保護者様との信頼関係構

築を大切にしている。 

 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

○   

 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
 ○ 

第三者からの評価をで

きるだけ得られるよう

に、関係機関(相談支援

事業所等)からのお話か

ら「きらり」への評価

の把握に努めている。 

第三者による外部

評価は受けていま

せんが、サービス

の質の向上のた

め、今後も相談支

援事業所等の外部

機関との連携の中

で、評価にかかる

意見を聞き、業務

改善につなげてい

きたい。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
○  

｢きらり｣や自治体の研

修に定期的に参加する

とともに、職員間で共

有している。 

ミーティングでの

意見交流等も、指

導員の資質向上に

つなげていく。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

○  

振り返り時に保護者様

としっかりとお話をさ

せていただいたり、ミ

ーティングや日常的な

職員の情報交換に努

め、より充実した支援

につながる個別支援計

画になるようにしてい

る。 

今後も丁寧な振り

返り、職員の情報

交換・意見交換を

行い、課題の分

析・充実した支援

提供につながる計

画作成に努める。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
○  

発達検査等について

は、保護者様から提供

していただいた場合

に、職員全員で共有

し、支援充実に活かせ

るように努めている。 

きらりのアセスメ

ントシートのさら

なる活用に努め

る。 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

○   

 

 
⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  ○    

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  ○  

情報交換を密に行い、

支援プログラムの工夫

をするとともに、前回

の支援とのつながりを

大切にし、活動プログ

 



 

  

ラムの立案をしてい

る。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  ○  

より楽しく支援を受け

れるように内容や方法

の工夫に努めるととも

に、個々の指導員の持

ち味・得意を活かした

支援をめざすことで、

固定化につながらない

ようにしている。 

今後も、支援内容

等について意見交

換や情報交換に努

め、支援内容の幅

を広げていく。 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
○  

工作デイ等を実施し、

小集団で利用者様どう

しが交流できる機会を

設けている。 

今後も、工作デイ

等を企画・実施

し、個別活動と集

団活動を組み合わ

せた支援を提供し

ていきたい。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
○  

支援を提供する場所や

プログラム内容を事前

に共有し、より良い環

境で支援が提供できる

ように努めている。 

今後も、日常的に

意見交換や情報交

換ができる職場環

境づくりに努め

る。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

○  

ミーティングや日常的

なやりとりを通して、

気づいたこと等を共有

している。 

今後も、日常的に

意見交換や情報交

換ができる職場環

境づくりに努め

る。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
 ○   

次に担当した指導員が

前回の支援の内容や方

法がより分かるように

詳しく、具体的に記録

している。 

今後も、前回の支

援が次の支援にし

っかりとつなげて

いけるよう、支援

記録に丁寧に記載

していく。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
○   

 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

○  

支援時間と会議時間が

重なることが多く、な

かなか指導員が参加で

きないという課題があ

る。 

できるだけ時間調

整をして、お子さ

んの状況に精通し

た者が参加できる

ようにしていきた

い。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
○  

保健センターや大阪狭

山市子育て支援機関と

の連携に努めている。 

 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

○   

現在、該当利用者

はいないが、必要

な場合は、関係機

関と連携していく



 

  

体制はできてい

る。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

○  

現在、該当する利用者

様はいないが、必要が

あれば関係機関との連

携に努める。 

現在、該当利用者

はいないが、必要

な場合は、関係機

関と連携していく

体制はできてい

る。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

○   

保護者から園での

様子をお聞きする

などし、状況の把

握に努めている。

要望があったり、

必要と判断した時

は、関係機関と連

携する体制はでき

ている。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

○   

保護者から小学校

等での様子をお聞

きするなどし、状

況の把握に努めて

いる。要望があっ

たり、必要と判断

した時は、関係機

関と連携する体制

はできている。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

○   

大阪狭山基幹相談

支援センターや大

阪狭山市通所事業

所部会と連携し、

助言や研修の機会

をいただいてい

る。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
 ○ 

個別支援であることか

ら、保育園等との連携

機会設定が難しい。 

保護者からの要望

があれば、個別で

はあるが連携し活

動していく体制は

できている。 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
○  

大阪狭山市通所事業所

部会に参加している。 

今後も通所事業所

部会等との連携を

図っていく。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
○  

支援後の振り返りを通

して、状況把握・共通

理解に努めている。 

今後、事業所内相

談支援を活用する

などし、さらに丁

寧にお話ができる

ようにしていく。 



 

  

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

○  

振り返りや事業所内相

談支援で、保護者様の

相談を聴き取り、一緒

に考えたり、アドバイ

スをさせていただくな

どを日頃から行ってい

る。 

 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  

○ 

 
 

契約時の重要事項説明

書の説明を通して、理

解を深めていただいて

いる。 

 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

○  

個別支援計画の内容等

の丁寧な説明を心がけ

ている。 

 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
○  

振り返りや事業所内相

談支援で、保護者様の

相談を聴き取り、一緒

に考えたり、アドバイ

スをさせていただいて

いる。 

 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
○  

多くの機会は設定でき

ていないが、｢就労移行

支援について｣の学習会

などの機会を設け、そ

の際に保護者様どうし

の交流機会を設けてい

る。 

今後もテーマを設

定し父母の会等を

計画していきた

い。 

 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

○  

ミーティングや日常の

会話を通して、相談や

申し入れの内容の職員

間の共有に努めてい

る。 

 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

○  

定期的な会報は発行し

ていないが、LINEや教

室内掲示等で情報提供

に努めている。 

 

 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  ○   

事務室は仕切られ

た空間でないため

作業中の職員の PC

画面が見えること

がある。現在スク

リーンセーバーを

かけて内容が見え

ないようにしてい

る。今後、離籍す



 

  

る際、デスクトッ

プを少し傾けるな

ど、PC 画面が直接

見えないように努

める。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
○   

 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
 ○ 

個別支援であるため、

地域住民を招待する機

会設定が難しい。 

見学等の要望があ

れば、受け入れに

向けて積極的に検

討する。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

○   

きらり内に掲示し

ているが、アナウ

ンス不足と考え

る。より分かりや

すくなるように周

知方法を工夫して

いく。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  
○   

個別支援なので、

利用者参加の機会

設定が難しい。緊

急時の対応につい

てはさらに意識・

理解していただけ

るようにアナウン

スしていく。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
○  

事前に保護者様からし

っかりと聞き取らせて

いただき、職員間で共

有している。 

 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
○   

食べ物の提供はし

ていないが、イベ

ント等で必要な場

合は協力医等と連

携し取り組んでい

く体制はできてい

る。 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
○  

その日のうちにヒヤリ

ハットの内容を記録・

共有するとともに、本

部に報告している。 

 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
○  

定期的に研修を受講し

ている。受講できなか

った職員には、日を改

めて伝達している。 

 

㊼  
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に
○   

 



 

  

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   
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事業所名： こどもサポート教室「きらり」大阪狭山金剛校     保護者等数(児童数):20  回収数:16  割合：80％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  
ご意見を踏まえた

対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
9 7 0  0 

少し狭く感じる

が集中するには

ちょうどいい広

さと思う。 

支援スペース等

については、法

令順守している

が、今後も指導

員間の情報共有

を密にし、より

充実した支援を

提供できるよう

に活用スペース

等の工夫に努め

る。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     14 2 0 0 
先生によると思

う。 

今後も、支援方

法・支援内容の

工夫・改善に努

め、職員の資質

向上・専門性向

上に努める。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  12 3 0 1 

視覚的支援とし

て掲示している

｢きょうしつで

は歩きます｣は

関係のある絵の

方がいいと思

う。 

教室内の掲示等

を再度見直し、

すべてのお子さ

まにとって分か

りやすい表示に

変えていきた

い。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

15 0 0 1  

 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  
15 1 0 0  

 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

14 1 0 1  

 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  16 0 0 0  
 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
16 0 0 0 

毎回、先生方が

工夫し、少しず

つステップアッ

プできるように

していただいて

いる。 

今後も、支援方

法・支援内容の

工夫・改善に努

め、職員の資質

向上に努めま

す。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  

4 1 6 5 

通っている幼稚

園との連携をし

ていただけたら

嬉しい。 

 

保護者様から園

等での様子をお

聞きするなど

し、状況の把握

に努めている。

ご要望があった

り、必要と判断

した時は、関係

機関と連携する

体制はできてい

る。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
15 1 0 0 

駐車場がなくな

ることの対応が

1 ヶ月前になっ

ても示されてい

ないのが不安。 

できるかぎり早

めの対策をたて

るようにすると

ともに、タイミ

ングを逸するこ

となく情報提供

をしていきた

い。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

16 0 0  0  

 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
5 2 3  6  

 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

16 0 0  0 

毎回、振り返り

で現状を話して

もらえるのであ

りがたい。 

今後も、しっか

りと寄り添った

支援を提供させ

ていただくとと

もに、その様子

をしっかりとお

伝えし、保護者

様と一緒に考え

ていけるように 

したい。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
15 1 0 0 

相談するとアド

バイスしていた

だいたり、一緒

に考えていただ

いている。 

保護者様から小

学校等での様子

をお聞きし、状

況把握に努めて

いる。ご要望が

あったり、必要

と判断した時



 

  

は、関係機関と

連携する体制は

できている。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か 3 

3 2 4  7  

 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

15 0 0  1 

すぐに対応して

いただくことが

多い。 

今後も、保護者

様と一緒に考

え、迅速・適切

に取り組んでい

く。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
15 0 0  1 

LINE ですぐに連

絡できる環境に

ある。 

今後も、保護者

様と一緒に考

え、迅速・適切

に取り組んでい

く。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

6 1 3 6  

LINE でもあまり

聞いたことがな

い。 

LINEや掲示物

で情報提供させ

ていただいてい

る。今後 HP等

の活用にも努め

ていく。自己評

価は、HPに掲

載するととも

に、教室内で閲

覧できるように

している。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  13 2 0  1 

PC が開いたま

まだったり、

LINE の画面が開

かれたままにな

っている。 

PCにはスクリー

ンセーバーをか

け、直接内容が

見えないように

しているが、作

動する時間差が

あり、その間内

容が見える。座

席を離れる際、

デスクトップを

傾けるなどし、

画面が直接見え

ないようにして

いく。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか   7  3   0  6 

マニュアルの説

明があったが、

訓練には参加し

たことがない。 

個別支援なの

で、利用者参加

の機会設定が難

しい。緊急時の

対応については

さらにイメージ

していただける

ように情報提供



 

  

をさせていただ

く。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
5  2 1  8 

マニュアルの説

明があったが、

訓練には参加し

たことがない。 

個別支援なの

で、利用者参加

の機会設定が難

しい。緊急時の

対応については

さらにイメージ

していただける

ように情報提供

をさせていただ

く。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  15 1 0  0  

 

㉓  事業所の支援に満足しているか  16 0 0  0  

 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


